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初代の心にかえり信仰の喜びを

深めよう 伝えよう 広げよう

一、持ち場立場で日々理作り

一、家族揃って教会参拝

一、一日一件にをいがけ

誕（教祖誕生日）
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大
教
会
創
立

周
年
実
行
委
員
会
(田
中
一
之
委

120

員
長
)は
３
月
日
、
午
前
８
時
半
か
ら
約
２
時
間
、

29

大
教
会
会
議
室
で
大
教
会
長
様
、
奥
様
、
同
実
行
委

員
ら
人
が
出
席
し
て
３
月
定
例
会
議
を
開
い
た
。

20

記
念
祭
に
向
け
て
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
に
入
る

た
め
今
回
は
大
教
会
長
様
、
奥
様
が
出
席
さ
れ
、
記

念
祭
の
大
要
が
話
し
合
わ
れ
た
。

会
議
に
は
今
回
か
ら
新
た
に
、
一
手
一
つ
に
各
部

の
協
力
を
得
る
た
め
同
委
員
と
は
別
に
管
理
部
、
青

年
会
、
か
さ
お
か
編
集
掛
の
代
表
が
加
わ
っ
た
。

冒
頭
、
田
中
同
委
員
長
は
、「
記
念
祭
ま
で
あ
と
８
ヶ

月
。
準
備
の
実
動
に
入
っ
た
。
当
日
前
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
役
割
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
相
談
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。

引
き
続
き
大
教
会
長
様
は
「
記
念
祭
に
向
け
て
の
仕
上

げ
の
年
の
最
中
、
大
震
災
と
い
う
大
節
を
お
見
せ
頂
き
、

改
め
て
喜
び
、
感
謝
の
心
に
加
え
、
た
す
け
合
い
の
心
の

記
念

祭
大

要
を

検
討

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
は

実
施

創立120周年
実行委員会

大
切
さ
を
思
う
。
記
念
祭
へ
の
歩
み
は
進
め
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
が
、
今
度
は
記
念
祭
そ
の
も
の
を
ど
う
い
う
風
に

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

基
本
的
に
は
、
お
つ
と
め
、
式
次
第
、
真
柱
様
ご
夫
妻

を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
の
接
待
、
そ
し
て
参
拝
者
に
い
か

に
喜
ん
で
頂
く
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
節
の
後

な
の
で
、
ど
う
い
う
内
容
に
す
る
か
と
い
う
事
を
皆
さ
ん

で
相
談
さ
れ
、
記
念
祭
が
教
祖
年
祭
の
歩
み
に
つ
な
が

130

る
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
上
原
繁
道
同
委
員
か
ら
、
創
立
周
年
の
タ

110

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
問
題
点
な
ど
を
参
考
に
周120

年
全
体
の
流
れ
の
案
が
説
明
さ
れ
、
各
項
目
に
つ
い
て
の

検
討
に
移
っ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

○
真
柱
様
ご
夫
妻
、
来
賓
の
方
々
の
接
待
、
送
迎
方
法
な

ど

○
記
念
写
真
(お
つ
と
め
奉
仕
人
の
み
か
、
参
拝
者
全
員

か
、
場
所
な
ど
)

○
弁
当
、
飲
食
(価
格
、
業
者
、
飲
酒
な
ど
)

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(会
場
設
定
、
設
置
＝
雨
天
時
対
策

含
む
＝
な
ど
)

○
模
擬
店
(種
類
、
震
災
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
、
義
援
金
箱
な
ど
)

去
る
３
月
日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
記

11

念
祭
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
催
し
を
中
止
、
変
更
す
る
教

会
も
あ
る
が
、
笠
岡
は
現
時
点
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
実

施
す
る
予
定
。

次
回
は
４
月
日
に
開
か
れ
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
さ

20

れ
る
。

同
委
員
会
は
立
教
年
(平
成
年
)９
月
日
発
足
。

171

20

20

記
念
祭
に
向
け
て
の
活
動
指
針
、
そ
れ
に
伴
う
行
事
な
ど

立
案
、
毎
月
、
定
例
会
議
を
行
っ
て
い
る
。
委
員
は
人
。

16
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大教会本年心定め

○ 初 席 者 数 ２７９人(２１人)
○ よ ふ ぼ く 数 ２１７人(１３人)
○ 修養科修了者数 １３５人( １人)
○ 教人登録者数 １１４人( ０人)
○参考）教人資格講習会 ( １人)
○ 教会長資格検定講習会 ( １人)

(括弧内は１月１日～３月３１日)

記念祭までに心定めを完遂するよう

つとめさせて頂きましょう
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去
る
３
月
日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

11

た
笠
岡
大
教
会
関
係
の
人
た
ち
８
人
が
、
３
月
日
か
ら

11

４
月
３
日
ま
で
笠
岡
詰
所
に
一
時
避
難
し
た
。

大
教
会
で
は
、
今
後
、
希
望
が
あ
れ
ば
部
内
教
会
関
係

者
を
対
象
に
受
け
入
れ
る
方
針
。
ま
た
本
部
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
許
容
範
囲
で
受
け
入
れ
る
。

３
月
の
月
次
祭
前
よ
り
大
教
会
で
救
援
募
金
と
救
援
物

資
の
受
付
け
を
始
め
ま
し
た
。
３
月
日
に
笠
岡
の
教
会

22

と
し
て
万
円
を
、
４
月
４
日
に
個
々
の
教
会
か
ら
の
募

140

金
、
個
人
の
募
金
、
さ
ら
に
大
教
会
設
置
の
募
金
箱
に
入

れ
ら
れ
た
募
金
で
万
円
が
道
友
社
に
届
け
ら
れ
ま
し

50

4744

た
。
ま
た
救
援
物
資
は
被
災
地
復
興
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

内
容
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
日
ま
で
に
届
け
ら
れ
た

25

善
意
の
お
米
、
下
着
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ぺ
ー
パ
ー
、
粉
塵
マ
ス
ク
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
な
ど
ミ
カ
ン
箱
に
し
て
５
，
６
箱
は

笠
岡
に
隣
接
す
る
仙
臺
詰
所
に
届
け
さ
せ
て
頂
い
た
。
東

詰
所
に
一
時
避
難

東
日
本
大
震
災
被
災
者

東
日
本
大
震
災
の

募
金
・
救
援
物
資
に
つ
い
て

北
か
ら
お

ぢ
ば
に
帰

参
さ
れ
た

方
が
戻
ら

れ
る
便
で

被
災
地
に

届
け
ら
れ

た
。
募
金

や
物
質
を

寄
せ
ら
れ

た
方
々
に

心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
に
と
っ
て
微
力
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
必
ず
誰
か
の
役
に
立
ち
、
真
実
の
心
は
届
け
ら

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
の
情
報
を
漏
ら
さ
ず
、

受
け
入
れ
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(笠
岡
大
教
会
救
援
受
付
係
)

髙
屋
分
教
会
で
は
３
月
日
か
ら

日
ま
で
災
害
救
援

16

18

募
金
、
救
援
物
資
を
集
め
、
日
に
仙
臺
大
教
会
に
送
っ

19

た
。
送
付
は
次
の
通
り
。

○
義
援
金
＝
８
万
円523

○
物
資
＝
米

･カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
ケ
ー
ス
･イ
ン

310

kg

27

ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
１
ケ
ー
ス

仙臺詰所に届けられた物資

か
ね
て
か
ら
の
懸
案
だ
っ
た
笠
岡
詰
所
、
一
階
玄
関
、

ホ
ー
ル
、廊
下
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
り
替
え
工
事
が
こ
の
程
、

終
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
物
は
昭
和
年
、
同
詰
所
竣
工
以
来
、
約

55

年
間
使
用
さ
れ
、
擦
り
切
れ
や
汚
れ
が
目
立
っ
て
き
た

30

た
め
行
わ
れ
た
も
の
。

今
回
使
用
さ
れ
た
物
は
、
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
呼
ば

詰
所
ジ
ュ
ー
タ
ン
新
し
く

一
階
玄
関
、
ホ
ー
ル
、
廊
下

見方によっては格子模様が浮き上がる



い
き

い
き

エ
ピ
ソ
ー

ド
２

二
代
会
長
の
海
外
へ
の
思
い

二
代
会
長
の
事
を
少
し
話
し
て
み
た
い
。
今
回
の
東

日
本
の
震
災
で
、
ふ
と
安
政
の
南
海
大
地
震
に
思
い
が

行
き
、
そ
う
言
え
ば
二
代
会
長
の
実
家
･島
村
家
は
こ

の
震
災
の
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
被
り
、
そ
の
後
家

業
と
し
て
い
た
酒
造
業
を
復
興
し
よ
う
と
さ
れ
た
が
、

温
故

知
新

そ
れ
に
失
敗
し
て
お
ら
れ
る
。
二
代
会
長
･伊
助
は
、

そ
う
い
う
家
の
歴
史
を
持
つ
高
知
の
島
村
家
に
生
を
享

け
、
縁
あ
っ
て
笠
岡
の
上
原
家
に
入
婿
さ
れ
た
。
兄
は

島
村
菊
太
郎
氏
で
髙
知
大
教
会
初
代
会
長
で
あ
る
。
兄

弟
と
も
頑
健
で
あ
っ
て
、
特
に
二
代
会
長
は
二
十
一
歳

か
ら
暫
く
の
間
、
大
阪
の
西
警
察
署
に
警
察
官
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
。
当
時
、
明
治
十
八
年
頃
で
あ
る
が
、

備
後
屋
佐
助
「
備
佐
」
の
屋
号
で
長
堀
川
中
橋
南
詰
で

畳
表
商
を
し
て
い
た
上
原
家
を
よ
く
知
っ
て
い
た
と
い

う
。
上
原
家
入
婿
は
明
治
二
十
五
年
で
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
八
日
消
印
の
伊
助
の
手
紙

一
通
が
あ
る
。
兄
･島
村
菊
太
郎
氏
に
笠
岡
か
ら
宛
て

た
も
の
で
あ
る
。

拝
啓
寒
気
日
増
に
相
加
り
候
折
柄
兄
上
様

初
め
御
一
同
様

御
壮
健
に
御
渡

被
遊
候
哉
御

伺
申
上
候

却
設
爾
来
は
誠

に
御
無
沙
汰
計

里
御
許
し
下
さ
れ
度

過
般
来
上
和
之
際
御
相

談
申
上
候
渡
米
一
条
に
就
き
旧
去
月
十
四
日
よ

り
三
日
三
夜
連
続
(大
祭
中
に
し
て
)
会
議
致
候

と
こ
ろ
今
辞
職
す
る
等
の
事
有
之
候
と
は
整

理
上
到
底
會

員
の
耐
へ
得
べ
き
事

に
あ
ら
ず

云
々
(今
回
の
會
議

に
て
一
同
精
神
の
発
展
は
無

く
)
に
如
何
に
相
談
致
候

も
却
て
一
時
破
綻

の
憂
有
之
更
に
御
噺
申
候
通
り
の
強
硬
な
る

決
心
も
涙
を
呑
む
で
中
止
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と

相
成
爾

来
必
死
の
整
理
運

動
致
居
候
然
し
て

調
金
法
に
就
き
講

會
を
組
織
中
随
分
見
込
も
立

ち
目
下
部

内
交
照
中
兎
に
角

前
陳
之
通
故
御

承
引
下
さ
れ
度
尚
會
員
の
方
々
よ
り
実
兄
様
及

東
上
原
様
へ
懇
々
御
相
談
致
度
近
日
上
和
此
旨

本
日
申
来
り
居
候
間
其
節
は
何
卒
萬
事
御
相

談
願
い
て
委
細
は
後
便
先
は
右
要
要
の
み匆
々

十
二
月
十
八
日

伊
輔

実
兄
様

昔
の
先
生
方
は
手
紙
を
巻
紙
に
墨
書
し
て
い
て
、
大

体
一
行
に
十
文
字
書
い
て
あ
れ
ば
良
い
方
で
、
上
原
佐

助
氏
の
手
紙
を
伊
賀
上
野
の
川
合
家
で
見
た
事
が
あ
る

が
、
ま
こ
と
に
雄
渾
な
大
き
な
字
で
一
行
に
精
々
四
文

字
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
先
の
引
用
の
手
紙
の
文
章
の
間

を
空
け
て
あ
る
の
は
一
行
分
ず
つ
、
巻
紙
に
書
い
て
あ

る
通
り
に
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
と

い
え
ば
、
教
祖
二
十
年
祭
を
二
月
十
八
日
に
終
え
、
教

内
で
は
ど
こ
の
教
会
も
膨
大
な
借
金
を
抱
え
て
四
苦
八

苦
の
頃
で
あ
る
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
何
考
え
て
は
ん

ね
。
教
会
長
で
あ
り
な
が
ら
、
何
で
ア
メ
リ
カ
行
き
な

ん
や
」
と
言
い
た
い
処
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃

かさおか 立教174年(平成23年/2011年)4月21日 第50巻 第4号○4
れ
、
従
来
の
一
枚
物
と
違
い
、
縦
横

、
厚
さ

50
cm

6.5

の
正
方
形
で
、
あ
ず
き
色
の
ナ
イ
ロ
ン
製
。
こ
れ

mm

を
縦
横
交
互
に
一
枚
ず
つ
張
っ
て
い
く
市
松
張
り
と

い
う
工
法
が
と
ら
れ
た
。
一
見
、
一
面
同
色
に
見
え

る
が
角
度
、
光
線
に
よ
っ
て
、
格
子
模
様
が
浮
き
上

が
る
。

弾
力
性
も
あ
り
歩
行
も
心
地
よ
い
。
最
大
の
利
点

は
傷
、
汚
れ
部
分
だ
け
を
取
り
除
き
洗
濯
、
交
換
が

出
来
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
約

年
間
使
用
出
来
た
の
は
土
足
、
ス

30

リ
ッ
パ
で
の
使
用
が
無
か
っ
た
た
め
で
、
今
後
も
土

足
、
ス
リ
ッ
パ
の
使
用
は
禁
止
と
な
る
。
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日
本
政
府
は
盛
ん
に
海
外
移
民
を
奨
励
し
て
い
た
。
笠

岡
部
内
で
も
、
そ
の
世
論
に
の
っ
て
、
海
外
に
出
て
金

を
得
て
、
何
と
か
教
会
の
経
済
的
窮
乏
を
救
お
う
と
い

う
思
い
が
、
若
者
の
間
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
、
教
会
に
あ
る
の
は
田
中
所
長
と
借
金
だ
け
と
の
噂

が
た
っ
た
と
言
わ
れ
る
福
山
で
は
、
若
者
五
人
が
海
外

渡
航
の
案
を
練
り
実
行
に
移
し
横
浜
ま
で
行
っ
た
の
だ

が
、
身
体
検
査
で
不
合
格
と
な
っ
た
。
ま
た
髙
屋
で
は

明
治
三
十
九
年
、
先
年
新
築
し
た
住
家
を
売
却
し
て
教

会
の
経
営
に
そ
の
費
用
を
充
て
た
。
そ
の
中
、
後
に
初

代
･清
治
郎
氏
の
出
直
し
を
受
け
て
二
代
会
長
と
な
る

武
内
敬
市
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
に
出
稼
ぎ
し
て

い
る
。

笠
岡
の
二
代
会
長
は
こ
う
し
た
部
内
の
厳
し
い
状
況

に
身
も
心
も
い
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

経
済
的
窮
状
か
ら
と
は
い
え
、
海
外
へ
の
雄
飛
の
思

い
は
本
教
を
信
仰
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
常
に
海
外
布

教
の
思
い
と
相
俟
っ
て
有
っ
た
。
当
初
は
韓
国
、
台
湾

あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
思
い
で
あ
っ
た
も
の
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
向
か
い
、
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
と
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

私
は
二
代
会
長
か
ら
菊
太
郎
氏
宛
の
此
の
手
紙
を
拝

見
し
て
、
笠
岡
の
道
に
も
海
外
布
教
へ
の
熱
い
思
い
は

古
く
か
ら
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
未
だ
笠
岡
の

海
外
名
称
は
な
い
と
は
い
え
、現
在
所
属
の
よ
ふ
ぼ
く
、

信
者
は
南
北
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
ア
フ
リ
カ
に
点
在
し

て
い
る
。
百
二
十
周
年
を
一
つ
の
機
と
し
て
進
ま
せ
て

頂
か
ね
ば
と
思
う
。

二
代
会
長
･伊
助
の
思
い
は
、
孫
の
代
に
開
花
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
隔
世
遺
伝
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

二
代
会
長
存
命
中
に
誕
生
し
て
い
る
孫
は
道
雄
（
大
正

五
年
）
と
雅
志
（
大
正
７
年
）
の
二
人
で
、
道
雄
は
天

理
外
国
語
学
校
在
学
中
、
選
ば
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
短
期

間
で
あ
る
が
出
向
い
て
い
る
。
往
復
は
船
で
あ
っ
た
。

四
男
･豐
明
と
八
男
･眞
雄
は
大
学
教
授
と
し
て
ま
た
商

社
マ
ン
と
し
て
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
で
あ
る
。
七
男
･祥

雄
は
防
衛
省
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
る
。

先
人
の
一
つ
の
思
い
、
そ
れ
を
単
な
る
昔
話
に
す
る

事
な
く
教
会
の
一
列
救
け
の
歴
史
を
創
り
な
が
ら
歩
ん

で
ゆ
く
の
は
お
道
な
ら
で
は
の
楽
し
み
づ
く
め
の
業
で

は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
三
男
･郁
雄
は
、
長
男
戦
死
、

次
男
夭
折
の
後
、
二
代
会
長
の
孫
達
七
人
の
束
ね
役
と

し
て
四
代
会
長
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の
誕
生
日
は
二
代

会
長
出
直
し
の
丸
一
年
後
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
に
二
代

会
長
の
魂
の
生
ま
れ
替
わ
り
の
よ
う
な
奇
し
き
い
ん
ね

ん
を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
・
・
・
・
( 笠
岡
史
料
部
長
)

・・・・原原原原・・・・稿稿稿稿・・・・募募募募・・・・集集集集・・・・・・・・原原原原・・・・稿稿稿稿・・・・募募募募・・・・集集集集・・・・
内 容 ①小随筆 ②教会・布教所の独自の活動の紹介

③俳句・和歌・川柳 ④教会行事開催後の報告記事 等々

字 数 １０００字前後（８００字～１２００字）

題名・所属教会名・氏名を明記して下さい。

俳句等は１句からでも結構です。

寄 稿 先 下記、大教会内『かさおか』編集掛宛ドシドシご寄稿下さい。

郵 便：〒714-0066 岡山県笠岡市用之江３７７

ＦＡＸ：０８６５－６６－１３１４

メール：tenkasa@yahoo.co.jp
尚、原稿はお返し致しませんので、予めご了承下さい。
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３
月
５
日
よ
り
四
日
間
、
台
北
地
域
に
住
ま
わ
れ
る
笠

岡
に
繋
が
る
信
者
さ
ん
達
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

目
的
は
、
今
年
月
日
に
行
わ
れ
る
大
教
会
創
立
周

11

30

120

年
記
念
祭
に
台
湾
の
信
者
さ
ん
達
に
も
参
拝
を
呼
び
か
け

る
こ
と
と
大
教
会
長
さ
ん
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
、
ま
た

行
っ
た
際
に
お
さ
づ
け
を
取
り
次
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
し
た
。

昨
年
の
婦
人
会
創
立
百
周
年

に
海
外
か
ら
の
帰
参
者
の
つ
ど

い
を
詰
所
で
催
し
ま
し
た
が
、

是
非
現
地
に
来
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
実

施
し
た
の
で
し
た
。
二
日
目
の

朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

軒
の
お

11

宅
を
訪
ね
て
、
大
教
会
長
様
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
上
原
志
郎
部
長

も
私
も
中
国
語
は
全
く
だ
め
な

の
で
、
台
湾
伝
道
庁
で
数
年
勤

め
て
今
は
本
部
の
海
外
部
で
勤

台
湾
の
道
を
次
の
世
代
に

繋
い
で
い
く
努
力
を

>

台
湾
巡
回
報
告

海外部

務
し
て
い
る
廣
町
分
教
会
所
属
宮
本
氏
の
力
を
全
面
的
に

お
借
り
し
ま
し
た
。
運
転
は
台
湾
人
用
木
の
張
永
昌
氏
が

ず
っ
と
引
き
受
け
て
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

二
人
の
協
力
が
無
か
っ
た
ら
、
巡
回
を
し
て
も
何
ほ
ど
の

こ
と
も
為
し
得
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
有
力
な
人
材
を
お

与
え
頂
い
た
こ
と
に
、
親
神
様
教
祖
の
親
心
を
感
じ
る
と

共
に
、
台
湾
へ
の
道
が
つ
く
こ
と
を
常
に
願
っ
て
お
ら
れ

た
三
代
会
長
様
の
御
霊
が
後
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。

現
地
の
用
木
も
か
な
り
高
齢
化
し
て
お
り
ま
す
。
行
く

先
々
で
お
さ
づ
け
を
取
り
次
が
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
集

ま
っ
た
家
族
の
人
々
が
共
に
神
妙
に
祈
り
、
出
向
い
て

い
っ
た
私
達
に
感
謝
し
、
歓
迎

し
て
く
れ
た
こ
と
を
と
て
も
有

り
難
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
中
、
途
切

れ
る
こ
と
な
く
台
湾
に
足
を
運

ん
で
丹
精
に
努
め
て
下
さ
っ
た

福
山
分
教
会
の
前
会
長
田
中
先

生
は
じ
め
沢
山
の
先
輩
達
の
お

陰
で
す
。

感
心
し
た
の
は
台
湾
の
若
者

が
親
や
祖
父
母
を
大
切
に
す
る

姿
を
ど
こ
で
も
み
か
け
る
こ
と

で
し
た
。
又
、
現
地
で
日
本
語

を
教
え
な
が
ら
布
教
し
て
い
る

他
系
統
の
青
年
を
訪
ね
、
そ
の
真
面
目
な
信
仰
姿
勢
と
熱

意
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
あ
れ
ば

日
本
で
も
海
外
で
も
道
は
必
ず
開
け
ま
す
。
伝
道
庁
を
お

訪
ね
し
た
と
き
三
濱
庁
長
も
笠
岡
へ
の
期
待
を
述
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

言
葉
で
四
苦
八
苦
し
て
、
今
更
な
が
ら
勉
強
不
足
を
申

し
訳
な
か
っ
た
と
思
い
つ
つ
も
、
お
会
い
し
た
ほ
と
ん
ど

の
方
が
記
念
祭
へ
の
帰
会
の
思
い
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た

実
り
の
あ
っ
た
今
回
の
巡
回
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
こ

れ
か
ら
の
台
湾
の
道
を
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
方
法
を

相
談
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

(海
外
部
員

上
原
順
子
) 伝道庁を表敬訪問

よふぼく家庭を訪問
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台
湾

巡
回

に
参

加
し

て

廣
町
分
教
会

宮
本
正
明

こ
の
た
び
、
３
月
５
日
か
ら
８
日
の
４
日
間
で
行
わ
れ

た
台
湾
巡
回
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巡
回
を
思
い
返
す
時
、
無
事
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
き
な
緊
張
･プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
か
れ
た
、
そ

ん
な
ほ
っ
と
し
た
思
い
で
す
。

私
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
の
想
い
か
ら
、
準
備
と
巡
回
同
行
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
日
半
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
時
間
で
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
会
え
る
よ
う
に
と
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
た
結
果
、

台
北
市
･基
隆
市
の
信
者
宅
や
施
設
の
９
カ
所
ほ
ど
を
ま

わ
り
、
お
話
し
、
お
さ
づ
け
の
取
り
次
ぎ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

言
葉
の
わ
か
ら
な
い
、
予
定
も
何
度
も
変
わ
る
、
昼
の

お
や
つ
時
に
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
の
食
事
が
で
て
く
る

等
々
の
中
、
誠
心
誠
意
つ
と
め
て
お
ら
れ
た
上
原
志
郎
先

生
、上
原
順
子
先
生
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
巡
回
に
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
お
会
い
で
き
た
信
者

さ
ん
も
い
ま
し
た
し
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
光
景
が
あ
り

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
涙
を
流
し
て
お
ら
れ
た
江

(布
教
所
長
)さ
ん
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
と
聞
き
な
が
ら

十
数
年
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
張
さ
ん
等
々
。

す
べ
て
は
、
こ
の
旬
に
親
神
様
、
教
祖
が
会
わ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
と
た
だ
た
だ
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

年
前
に
笠
台
布
教
所
青
年
と
し
て
台
湾
に
渡
航
し
て

18

以
来
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
台
湾
関
係
の
御
用
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
新
た
な
想
い
で
ま

た
台
湾
の
道
に
携
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

布教所長さん家族と

老人ホームを訪問しておさづけを

よふぼくの方々との食事
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立
教
年
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
、
３
月

174

28

日
(月
)に
お
ぢ
ば
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
よ
り

行
わ
れ
た
式
典
で
真
柱
様
は
「
東
北
関
東
大
震
災
」
を
台

と
し
て
、
教
祖
の
教
え
を
信
じ
る
私
た
ち
と
「
教
祖
の
お

心
と
の
間
に
隔
た
り
」
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、「
お

互
い
に
自
ら
を
反
省
し
、
教
祖
の
お
心
を
も
っ
と
も
っ
と

深
く
噛
み
分
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
祖
の
思
い
に
近
づ

く
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
学
生
に
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
(天
理
時
報
４
月
３
日
号
参
照
)続
い
て
時11

よ
り
時
分
ま
で
詰
所
で
「
直
属
ア
ワ
ー
」
が
行
わ
れ
、

15

30

何
と
７
教
区
か
ら
過
去
最
高
･
名
の
学
生
(担
当
委
員
６

46

名
)が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
内
容
は
管
内
の
学
生
が

初
め
て
企
画
し
、
大
教
会
長
様
の
お
話
、
昼
食
、
そ
し
て

ボ
ー
リ
ン
グ
に
も
出
か
け
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
参

加
者
同
士
が
親
し
く
な
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
模
擬

店
で
「
ひ
る
ぜ
ん
風
焼
き
そ
ば
」
を
出
店
予
定
し
て
い
た

後
夜
祭
「
春
ま
つ
り
」
は
、
大
震
災
を
踏
ま
え
取
り
や
め

と
な
り
、
東
泉
水
プ
ー
ル
前
広
場
を
会
場
に
時
分
か

17

20

ら
全
体
行
事
「
明
日
へ
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
回
の
節
を
我
が
事
と
し
て
捉
え
、
今
の
自
分
に

明
日
へ
の
一
歩
を踏
み
出
そ
う

>

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

学生会

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
神
殿
(東
礼
拝
場
)へ

移
動
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
す
か
り
と
自
ら
の
成

人
へ
の
誓
い
を
込
め
て
本
部
夕
づ
と
め
を
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、
参
加
者
の
中
で
５
名
が
別
席
を
運

び
ま
し
た
。

春
の

学
生

お
ぢ

ば
が

え
り

に

参
加

し
て

笠
岡
学
生
担
当
委
員

豊
田
宏

哉

今
回
、
東
北
関
東
大
震
災
と
い
う
、
未
曽
有
の
大
災
害

の
直
後
に
、
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
正
直
、

「
昨
年
の
様
に
学
生
達
は
集
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
な
あ
」
と
、

一
人
考
え
て
い
た
の
に
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
、
昨
今

無
い
程
の
学
生
達

=し
か
も
、
昨
年
と
は
違
い
、
学
生

の
側
か
ら
案
を
出
し
て
く
る
積
極
さ

>こ
れ
こ
そ
学
生

会
な
ん
だ
ろ
う
な
あ
。
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

な
あ
と
、
感
心
し
た
所
か
ら
始
ま
っ
た
。

本
部
の
式
典
で
は
、
礼
拝
の
後
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
開
会

宣
言
。
総
立
ち
で
の
「
よ
ろ
づ
よ
八
首
」
奉
唱
。
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
真
柱
様
の
暖
か
い
お
言
葉
を
頂
き
、
二
人

の
代
表
学
生
の
道
へ
の
思
い
の
発
表
、
端
で
聞
い
て
い
た

初
老
の
男
性
は
、
目
頭
を
お
さ
え
て
感
動
の
涙
を
流
し
て

い
た
。

「
Let's

go
back

together」
を
肩
を
組
み
、
歌
う

姿
は
、
正
に
世
界
一
れ
つ
兄
弟
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
く
見

え
ま
し
た
。

こ
の
式
典
の
熱
を
持
っ
た
ま
ま
、
笠
岡
詰
所
の
直
属
ア

ワ
ー
へ
。
少
し
自
己
紹
介
を
か
ね
た
ゲ
ー
ム
の
後
、
大
教

会
長
様
の
お
話
。

「
今
回
の
大
震
災
は
、
実
は
親
神
様
が
一
年
前
か
ら
小

さ
な
し
る
し
を
見
せ
て
、
し
ら
せ
て
下
さ
っ
て
い
た
。
そ

れ
を
我
々
は
親
神
様
の
知
ら
せ
と
と
る
事
が
出
来
な
か
っ

た
。『
人
を
こ
ら
し
め
て
や
ろ
う
』『
く
る
し
め
て
や
ろ
う
』

で
は
な
く
、
親
の
心
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
下
さ
っ
て
い

た
の
だ
と
。
全
て
の
子
供
、
我
々
人
類
は
、
親
神
様
の
ざ
、

ね
ん
り
い
ふ
く
を
よ
く
思
案
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、

、
、
、
、
、
、

出
来
る
子
も
、
そ
う
で
な
い
子
も
、
良
い
子
も
悪
さ
を
す

る
子
も
、
親
神
様
に
は
全
て
可
愛
い
我
が
子
で
あ
り
、
そ

の
我
々
が
助
け
合
い
喜
び
合
う
事
こ
そ
が
、
親
神
様
の
言

わ
れ
る
陽
気
ぐ
ら
し
で
あ
る
と
。

ど
ん
な
人
で
も
、
人
を
助
け
る
事
は
出
来
る
。
お
金
な

ん
て
無
く
っ
た
っ
て
、
笑
顔
で
あ
っ
た
り
人
を
助
け
る
事

は
出
来
る
。
少
な
か
ら
ず
み
な
さ
ん
に
は
そ
の
事
を
知
っ

て
い
て
ほ
し
い
と
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
、
助
け
合
い
の

心
を
、
み
ん
な
が
も
ち
続
け
ら
れ
れ
ば
、
ど
れ
程
、
心
が

豊
か
に
な
れ
る
か
。
心
一
つ
で
、
言
葉
一
つ
で
、
豊
か
な

生
活
を
迎
え
る
事
が
出
来
る
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
み

ん
な
が
喜
び
合
い
助
け
合
う
世
界
を
、
親
神
様
が
思
わ
れ

て
い
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
番
大
切
な
の
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
助
け
合
い
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の
心
で
す
。
立
派
な
大
人
に

>道
の
教
え
は
親
の
教
え

で
す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
あ
な
た
方
な

ん
で
す
。
こ
の
道
は
、
助
か
る
た
め
の
道
で
は
な
く
、
助

け
る
た
め
の
道
で
あ
る
。
お
つ
と
め
も
、
人
に
助
か
っ
て

も
ら
う
た
め
の
お
つ
と
め
で
あ
る
。
人
の
心
は
神
が
変
え

た
の
で
は
な
く
、
人
が
変
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
人

を
良
い
方
向
へ
変
え
て
い
く
の
も
、人
に
し
か
出
来
な
い
。

そ
の
事
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
が

た
め
に
お
ぢ
ば
に
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
親
神
様
は
、

あ
な
た
方
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ

る
」
と
の
話
を
、
み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。

一
転
、
親
睦
目
的
の
「
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
で
は
、
若

い
学
生
ら
し
さ
を
バ
ク
ハ
ツ
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
後
、「
明
日
へ
の
つ
ど
い
」「
夕
づ
と
め
」
と
な
る

の
だ
が
、
こ
の
学
生
達
が
手
を
と
り
合
っ
て
、
道
を
歩
む

姿
を
想
像
し
た
ら
、
こ
の
世
界
に
も
大
き
な
希
望
が
見
え

る
な
あ
と
、
年
寄
り
じ
み
た
考
え
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
、
実
際
た
の
も
し
く
は
あ
る

=

～
さ
あ

=こ
こ
、
お
ぢ
ば
か
ら
～
こ
の
テ
ー
マ
は
、

我
々
に
も
言
え
る
、
道
を
歩
む
者
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

少
年
会
笠
岡
団
(中
島
誠
治
団
長
)は
４
月
１
日
、
同
育

成
会
長
様
(大
教
会
長
様
)、
奥
様
を
迎
え
、
大
教
会
で
お

つ
と
め
ま
な
び
総
会
を
開
催
、
育
成
会
員
を
含
む
人
が

508

参
加
し
た
。

少
年
会
員
に
よ
る
雅
楽
演
奏
で
祭
儀
式
が
始
ま
り
、
祭

主
、
佐
藤
孝
祐
君
(芳
井
分
)が
「
毎
日
、
元
気
に
過
ご
せ

る
の
も
親
神
様
の
お
陰
で
す
。
立
派
な
よ
ふ
ぼ
く
に
育
ち

た
す
け
合
っ
て

日
々
感
謝
し
て
通
ろ
う

お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
開
催

少年会

ま
す
。
一
手
一
つ
に
心
を
合
わ
せ
て
震
災
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
念
じ
つ
つ
お
つ
と
め
ま
な
び
を
つ
と
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
」
と
祭
文
を
奏
上
。

引
き
続
き
、
お
つ
と
め
ま
な
び
が
つ
と
め
ら
れ
、
座
り

づ
と
め
、
て
を
ど
り
の
各
下
り
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
役
割

り
を
決
め
て
真
剣
に
つ
と
め
た
。

そ
の
後
、
式
典
に
移
り
、
ま
ず
、
育
成
会
長
様
が
「
総

会
は
成
長
し
て
い
く
姿
と
、こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
親
神
様
、

教
祖
、
霊
様
に
ご
報
告
す
る
の
が
目
的
で
す
。
今
年
は
嬉

若さバクハツ！

過去最高の46人が詰所に終結

真剣につとめられたおつとめまなび
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し
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
祭
文
で
奏
上
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
大
震
災
で
苦
し
ん
で
い
る
人
達
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
つ
と
め
て
く
れ
た
事
で
す
。
お
つ
と
め
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
た
す
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
つ
と
め

る
大
切
な
も
の
で
す
。
毎
日
、
無
事
生
活
出
来
る
事
を
親

神
様
に
感
謝
し
て
、
皆
で
た
す
け
合
っ
て
通
ら
せ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

少
年
会
の
誓
い
、
少
年
会
の
歌
斉
唱
。
そ
し
て
「
わ
か

ぎ
門
出
式
」
が
行
わ
れ
、
中
島
団
長
が
「
少
年
会
員
か
ら

学
生
会
、
青
年
会
、
女
子
青
年
へ
と
進
ん
で
い
く
。
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
人
達
に
恩
返
し
を
す
る
事
で
す
。

歳17

に
な
っ
た
ら
神
様
の
お
話
し
を
聞
き
、
お
さ
づ
け
の
理
を

戴
く
。
そ
し
て
神
様
の
話
を
さ
せ
て
頂
き
、
お
さ
づ
け
を

取
り
次
ぐ
。
こ
れ
が
一
番
の
親
孝
行
で
す
」
と
激
励
。
門

出
者

人
に
記
念
品
を
渡
し
た
(名
前
は
記
事
末
に
記

24

載
)。式
典
後
、
参
加
者
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
出
さ
れ
た
模
擬

店
で
昼
食
を
と
り
、
講
堂
で
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
。
ま
た
講
堂
で
は
大
震
災
に
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
「
折

り
鶴
･応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
」
と
折
り
鶴
の
作

製
も
行
わ
れ
た
。

エ
コ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
各
模
擬
店
で
の
割
り
箸
は

一
人
１
個
と
し
た
。

わ
か
ぎ
門
出
者
は
次
の
通
り
(順
不
同
、
敬
称
略
)。

○上
原
成
実
(大
教
会
)

○武
内
ゆ
か
り
(髙
屋
)

○吉
岡
あ
や

(興
明
)

○竹
本
直
紀
(福
芦
)

○永
戸
亜
輝
(福
芦
)

○佐
藤

洸
介
(福
芦
)

○三
阪
い
く
え
(福
岩
)

○三
阪
良
介
(福
岩
)

○山
本

栞
(福
岩
)

○掛
谷
利
雄
(福
南
)

○桑
山
修
一
(福

節
)

○深
川
美
咲
(坪
生
)

○吉
岡
真
生
(芦
田
川
)

○住
川
理

奈
(三
郡
)

○猪
原

笙
(真
金
)

○猪
原
安
以
(真
金
)

○占

部
萌
々
花
(真
金
)

○猪
原
幸
一
(門
司
港
)

○高
島
治
之
(出

雲
)

○富
田
幸
乃
(出
雲
)

○高
橋
一
朗
(亀
田
山
)

○余
村

玲
(多
古
浦
)

○内
田
絵
美
(雲
東
)

○村
川
陽
子
(大
江
橋
)

鼓
笛
講
習

会
も

笠
岡
団
む
つ
み
鼓
笛
隊
は
３
月
日
か
ら
４
月
１
日
ま

30

で
の
２
泊
３
日
間
の
日
程
で
、
大
教
会
で
鼓
笛
講
習
会
を

開
催
、
約
人
が
参
加
し
た
。

100

参
加
隊
は
本
隊
、
福
山
隊
、
髙
屋
隊
、
島
根
隊
。
期
間

中
、お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
の
お
つ
と
め
練
習
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
テ
ー
マ
曲
”み
ん
な
き
ょ
う
だ
い

お
や
さ
と
へ“
ま
た
新
曲
”風
を
さ
が
し
て“
を
中
心
に

パ
ー
ト
練
習
、
合
奏
を
行
っ
た
。
講
習
の
成
果
を
、
お
つ

と
め
ま
な
び
総
会
の
式
典
の
中
で
お
供
え
演
奏
し
た
。

模擬店で楽しい昼食

わかぎ門出式の参加者
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◇■教祖誕生祭お帰り講話 布 教 部

【と き】 ４月１７日 １９時～

【場 所】 詰所大広間

【講 師】 加 藤 芳 樹 先生（中河部属大海理分教会長）

◇■毎月ひのきしん 青 年 会

【と き】 ４月２４日（日） 午前中のみ

※３月２０日実施＝参加者３６人

客殿鉄柵の錆止め塗り、参道外側の整備、災害義援金、お願いづとめ

◇■本部食堂ひのきしん 布 教 部

【と き】 ５月１日～１５日（福山ブロック）

◇■おぢば管内の学生の集い 学生担当委員会

【と き】 ５月８日（日） 午前１０時～

【場 所】 笠岡詰所

【内 容】 親睦行事（昼食・おたのしみ行事）

参加費なし

◇■縦の伝道講習会 少 年 会

【と き】 ５月２１日（土） 祭典講話として

【場 所】 大 教 会

【内 容】 縦の伝道の大切さを分かりやすくお話し下さいます

【講 師】 少年会本部委員

【対 象】 隊育成会長（会長さん）、隊育成委員、布教所長、ようぼく、信者。

◇■おやさとふしん青年会ひのきしん隊 青 年 会

【と き】 ６月１日～２４日（１４人での入隊目指す）

◇■ 別席ひのきしん団参 実行委員会

【と き】 ６月２５日（土）～２６日（日）

【内 容】 ２５日 １３：００ 神殿にておつとめ、別席

終了後 境内地ひのきしん（雨天時は回廊拭き）

１９：００ 記念講演（詰所）

講師・川島一郎先生

（甲賀大・勢津分教会長・三日講習会講師）
せいしん

２６日 午 前 本部月次祭参拝

午 後 別 席
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第８４２期修養科募集要項

＊修養科期間

立教１７４年６月１日～８月２７日

＊教 養 掛

３ヶ月間 三 代 温 生 （大教会准役員・雲 東 分教会長）

１ヶ月目 内 海 安 子 （島 中 分教会長）

２ヶ月目 仙 田 勉 （出雲川津分教会長）

３ヶ月目 藤 井 治 喜 （福 節 分教会長）

＊募集要項

・志願者は、６月末日現在で満１７歳以上で、の必要書類を携え、上級教会を経由して大教会

に順序参拝すること。

・５月２５日までに笠岡詰所に入所し、教養掛の面接を受けること。

・３ヶ月の修養期間を修了後は、大教会での修養科修了講習会を受講し、８月２９日午前１０

時に解散。

三
月

月
次

祭
祭

文
こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す

親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
会
長
上
原
理
一
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

親
神
様
に
は
「
月
日
に
わ
に
ん
け
ん
は
じ
め
か
け
た
の
わ
よ
ふ
き
ゆ
さ
ん
が
み
た
い
ゆ
へ
か
ら
」
と
こ
の
世
と

人
間
世
界
を
お
創
造
下
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
天
然
自
然
の
お
働
き
と
身
体
の
自
由
を
御
守
護
下
さ
れ
て
お
り
ま
す

つ
く

り

事
は
誠
に
有
難
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
し
か
る
に
人
々
は
そ
の
有
難
さ
が
分
か
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
私
利
私
欲
に
走

り
親
子
兄
弟
の
中
で
さ
え
苦
し
め
合
っ
て
い
ま
す
「
か
み
な
り
も
ぢ
し
ん
を
ふ
か
ぜ
水
つ
き
も
こ
れ
は
月
日
の
ざ

ね
ん
り
い
ふ
く
」
と
お
聞
か
せ
頂
き
ま
す
が
こ
の
た
び
の
東
北
関
東
大
震
災
で
は
犠
牲
者
や
被
災
者
が
出
て
し

ま
っ
た
事
は
申
し
訳
な
く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
只
そ
の
事
に
よ
っ
て
被
災
者
は
も
と
よ
り
日
本
国
内
そ
し
て
世
界

中
へ
救
け
合
い
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
事
は
誠
に
心
強
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
お
望
み
下
さ
る
心
遣
い
は
そ
の

事
な
の
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
と
共
に
有
事
は
も
ち
ろ
ん
む
し
ろ
日
常
の
生
活
の
中
に
こ
そ
大
切
な
心
遣
い

で
あ
る
と
思
わ
せ
て
頂
き
ま
す
世
界
の
人
に
先
ん
じ
て
お
引
き
寄
せ
頂
き
ま
し
た
私
共
は
御
恩
報
じ
を
念
じ
て

日
々
は
朝
夕
に
お
礼
申
し
上
げ
救
か
り
た
い
か
ら
救
か
っ
て
貰
い
た
い
と
の
心
を
人
々
に
写
す
べ
く
理
作
り
に
励

み
た
す
け
一
条
の
御
用
の
上
に
励
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

そ
の
中
に
も
今
日
の
吉
日
は
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
御
祭
日
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
只
今
か
ら
お
つ
と
め
奉
仕
人

一
同
喜
び
感
謝
の
心
に
加
え
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
明
る
く
陽
気
に
勇
ん
で
坐
り
づ
と

め
て
を
ど
り
を
つ
と
め
て
三
月
の
月
次
祭
を
取
り
行
わ
せ
て
頂
き
ま
す
御
前
に
は
今
日
の
日
を
楽
し
み
に
寄
り
集

い
ま
し
た
理
に
繋
が
る
道
の
子
供
達
が
同
じ
思
い
に
伏
し
拝
み
尚
も
変
わ
ら
ぬ
親
心
に
お
縋
り
す
る
状
を
御
覧
下

さ
い
ま
し
て
親
神
様
に
も
お
勇
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
大
教
会
創
立
記
念
祭
ま
で
あ
と
八
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
一
月
に
は
直
轄
教
会
へ
二
月
三
月
に
は
部
内

教
会
へ
巡
教
さ
せ
て
頂
き
先
々
に
至
る
ま
で
成
人
の
歩
み
の
徹
底
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
今
度
の
未
曾
有
の
大

災
害
の
節
を
生
き
節
に
す
べ
く
改
め
て
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
事
を
知
り
謙
虚
に
親
神
様
の
懐
住
ま
い
で
あ
る
事

の
喜
び
感
謝
の
心
を
深
め
一
日
一
件
に
を
い
が
け
を
通
し
て
日
常
の
中
で
の
た
す
け
合
い
の
大
切
さ
も
伝
え
て
行

け
る
よ
う
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
救
け
心
を
磨
き
真
に
親
神
様
教
祖
に
お
喜
び
頂
け
る
た
す
け
一
条
の
御
用

に
邁
進
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
お
見
せ
頂
く
大
節
に
も
心
倒
さ
ず
励
み
に
か
え
て
た
す
け
一
条
に
邁
進
す
る
皆
の
誠
真
実
の

心
を
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
万
た
す
け
の
上
に
尚
も
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
た
す
け
合
い
の
心
が
広
が
り
被

災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
ま
す
よ
う
御
守
護
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
御
願
い
申
し
上

げ
ま
す
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鶴
眞
分
教
会
長

寺
下
宏
一
さ
ん

①
ピ

ン
か

ら
キ

リ
２

０
１

０
年

２
月

日23

一
、

嬉
し

い
っ

て
？

楽
し

い
っ

て
？

悲
し
い
っ
て
？

苦
し
い
っ
て
？

賢
い
っ
て
？

頭
悪
い
っ
て
？

全
部
ぜ
ん
ぶ

ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で

そ
う
よ
そ
う
よ

気
に
し
な
い
で
過
ご
そ
う
よ

二
、
お
金
持
ち
だ
っ
て
？

貧
乏
だ
っ
て
？

背
が
高
か
っ
た
っ
て
？
低
く
か
っ
た
っ
て
？

美
人
だ
っ
て
？

不
美
人
だ
っ
て
？

全
部
ぜ
ん
ぶ

ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で

そ
う
よ
そ
う
よ

気
に
し
な
い
で
過
ご
そ
う
よ

三
、
幸
せ
だ
っ
て
？

悩
ん
で
ゐ
た
っ
て
？

暖
っ
た
か
か
っ
た
っ
て
？

寒
か
っ
た
っ
て
？

美
味
し
い
か
っ
た
っ
て
？
不
味
か
っ
た
っ
て
？
全
部

ぜ
ん
ぶ

ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で

そ
う
よ
そ
う
よ

気
に
し
な
い
で
喜
ろ
こ
ぼ
う

④
う

つ
く

し
く

二
〇

一
〇

年
二

月
二
十
六
日

一
、心
の
思
い
が
目
に
う
つ
る
美
し
い
物
見
え
る
の
は

あ
な
た
の
心
が
美
し
い

水
の
流
れ
に
心
し
て

花
を
見
よ
う
よ
野
の
花
に

自
分
の
心
が
咲
い
て
ゐ
る

こ
こ
ろ
の
詩

二
、美
し
く
思
う
心
が
美
し
い
貴
方
を
思
う
自
分
の
心
を

自
分
で
褒
め
て
や
り
た
い

空
の
青
さ
に
心
し
て

雲
を
見
よ
う
よ
雲
の
流
れ
に

素
直
な
心
が
つ
い
て
行
く

三
、
微
笑
み
か
け
る
君
の
笑
顔
は

毎
日
勇
ん
だ
心
の
表
れ

辛
い
中
を
も
喜
ん
で

春
の
草
花
に
心
し
て

そ
う

か

萌
え
出
づ
る

伸
び
行
く
心
に

今
青
春
の
美
し
さ

⑥
こ

え
(
声

･
肥

)
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
八

日

一
、
赤
ち
ゃ
ん
生
ま
れ
て
泣
く
声
出
し
た

元
気
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
嬉
し

授
か
っ
た
こ
の
声
一
つ
宝
も
の

夫
婦
兄
弟
友
達
と

言
葉
一
つ
で
声
か
け
あ
っ
て

仲
良
く
暮
ら
そ
う
こ
の
人
生
を

二
、
真
夏
の
田
圃
の
稲
穂
が
伸
び
た

肥
え
を
か
け
ま
し
ょ
う

野
菜
に
も

子
供
等
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
声
か
け
あ
っ
て

声
も
又
言
葉
ひ
と
つ
で
肥
え
と
な
る

親
子
の
中
も
声
一
つ
優
し
い
肥
え
を
か
け
ま
し
ょ
う

三
、
世
界
の
人
間
皆
兄
弟
と
教
え
て
く
れ
た
人
が
い
た

言
葉
は
違
う
が
声
同
じ

心
が
通
う
よ
声
一
つ
親
の
遺
言
兄
弟
仲
良
く

慎
み
合
っ
て
助
け
合
い
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に

十
七

の
夏

一
、
土
用
の
暑
さ
に

稲
背
の
び
し
て

若
か
き
君
の

す
は
だ
ま
ぶ
し
く

鳴
く
せ
み
に

思
い
を
重
ね
る

す
ぎ
ゆ
く
夏

十
七
の
夏
よ

二
、
ゆ
か
た
の
君
を

さ
が
し
あ
ぐ
ね
た

盆
を
ど
り
の

夜
の
く
ら
さ
に

月
登
ぼ
り

わ
の
中
に
姿
を
み
つ
け

胸
お
ど
ら
せ
る

十
七
の
夏
よ

三
、
な
に
か
を
も
と
め
な
に
か
を
う
し
な
い

生
き
て
る
こ
と
の
意
味
を
さ
が
し
て

ひ
か
れ
る
恋
に

ま
ど
わ
さ
れ

あ
つ
き
あ
つ
き
夏

十
七
の
夏

花
一

輪
一
、
心
に
咲
い
た

赤
い
花

そ
ん
な
情
熱

顔
に
出
す

そ
ん
な
あ
な
た
が
と
て
も
す
き

私
も
い
つ
か

ほ
ほ
え
ん
だ

二
、
心
に
咲
い
た

や
さ
し
い
花
を

一
輪
つ
ん
で

あ
な
た
に
あ
げ
る

そ
ん
な
私
に

な
り
た
い
と

顔
に
表
ら
わ
し

ほ
ほ
み
か
け
る

三
、
心
に
咲
い
た

花
ひ
と
つ

わ
す
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が

胸
の
内
よ
り

わ
い
て
き
て

せ
つ
な
い
恋
の

初
ま
り
と

思
わ
づ
ほ
ろ
り

な
み
だ
顔
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＝
教
会
指
令
＝

◎
神
殿
屋
根
葺
替
及
附
属
建
物
増
築
･修
築

並
屋
根
葺
替
願

錦
洋
分
教
会

☆
遷
座
祭
立
教
年
５
月
日

174

16

☆
鎮
座
祭
立
教
年
６
月
日

174

18

☆
奉
告
祭
立
教
年
６
月
日

174

19

立
教
年
３
月
日
承
認

174

26

◎
湯
田
原
分
で
神
殿
落
成
奉
告
祭

湯
田
原
分
教
会
(高
木
昭
祥
会
長
)で
は

４
月
日
大
教
会
長
様
ご
夫
妻
、
役
員
先

10

大
教
会
だ
よ
り

生
を
迎
え
神
殿
落
成
奉
告
祭
を
執
り
行
っ

た
。
当
日
は
晴
天
の
中
、
大
勢
の
参
拝
者

が
詰
め
か
け
た
。

◎
本
部
営
繕
ひ
の
き
し
ん

自
立
教
年
４
月
日

174

11

至
立
教
年
４
月
日

174

20
上
下

押
尾

啓
司

※
お
詫
び
と
訂
正

本
年
３
月

日
発
行
の
『
か
さ
お
か

21

第
巻
第
３
号
』「
別
席
ひ
の
き
し
ん
団

50

参
」
記
事
中
、
講
師
の
先
生
の
名
前
に
誤

字
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
と
訂
正

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
誤
」
三
井

「
正
」
川
島

小
池
宏
一
氏

久
津
分
教
会
長

３
月
日
出
直
さ
れ
ま
し
た
。

21

才89

渡
邉
勇
喜
氏

香
地
華
分
教
会
長

４
月
１
日
出
直
さ
れ
ま
し
た
。

才65

詰
所
の
玄
関
を
掃
い
て
い
る
と
時
々
娘

に
話
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。「
あ
の
な
、

特
別
に
な
、
に
を
い
が
け
い
う
て
外
へ
行

か
ん
で
い
い
ん
よ
。
そ
の
代
わ
り
日
曜
の

朝
に
な
、
玄
関
の
外
を
掃
い
て
掃
除
し
て

く
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
ん
よ
。」
と
言
う
。

す
る
と
人
が
通
り
が
か
っ
て
こ
う
思
う
の

と
違
う
や
ろ
か
。「
あ
ら
ぁ
、
今
時
珍
し

訃
報

い
な
、
若
い
娘
が
外
掃
い
て
る
や
ん
か
」

「
天
理
教
の
教
会
の
子
か
、
な
る
ほ
ど
な
」

と
…
。
そ
ん
な
手
前
勝
手
な
う
ま
い
こ
と

い
か
へ
ん
と
言
う
や
ろ
け
ど
、
今
頃
若
い

娘
が
表
を
掃
い
て
い
る
よ
う
な
姿
を
見
た

こ
と
が
な
い
。
掃
い
て
い
る
の
は
大
抵
お

婆
さ
ん
か
お
ば
さ
ん
。
男
も
い
な
い
。
そ

の
中
を
う
ら
若
き
美
形
？
が
心
優
し
く

ほ
う
き
を
使
っ
て
い
る
と
そ
れ
は
「
ト
イ

レ
の
神
様
」
の
歌
で
は
な
い
け
ど
大
き
く

言
え
ば
通
り
か
か
る
人
の
心
を
洗
う
、
美

し
い
情
景
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
大

き
い
に
を
い
が
け
に
な
る
か
？
ま
あ
何

も
人
が
ど
う
思
お
う
と
や
る
こ
と
は
や
る

ん
や
け
ど
、
教
会
責
任
者
と
し
て
は
好
印

象
を
与
え
て
ほ
し
い
と
娘
の
成
人
よ
り
も

教
会
印
象
度
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
る
。
…

…
ち
ょ
っ
と
い
や
ら
し
い
な
…
…
そ
れ
に

し
て
も
僕
の
少
年
時
代
(ち
ゃ
ん
と
あ
り

ま
す
)は
、
子
供
が
表
を
掃
い
た
り
、
水

を
ま
い
た
り
、
豆
腐
や
お
揚
げ
さ
ん
を
自

転
車
で
売
り
に
来
た
ら「
買
っ
て
お
い
で
」

と
入
れ
物
を
持
っ
て
走
っ
た
も
の
だ
。
ま

あ
お
母
さ
ん
に
言
い
つ
け
ら
れ
て
す
る
ん

や
け
ど
そ
の
昔
が
何
か
し
ら
良
か
っ
た
な

あ
。

(ひ
)

▼
養
徳
社
発
行
『
陽
気
』
誌
四
月
号
、
「
道
柳
」
よ
り
転
載

▽
今
回
の
課
題
は
「
楽
」
、
笠
岡
に
繋
が
る
教
友
の
方
が
選
ば
れ
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

準
秀
詠

東
悠
分

教
会
前

会
長
夫

人
田

林
美

智
子

さ
ん

苦
の

節
も

楽
し

み
と

な
る

こ
の
教

え

▼
表

紙
の

書
天

場
山

分
教

会
役

員
野

津
正

樹
さ

ん

こ
こ
ろ
の
詩


